
【FdData中間期末：中学社会公民】 
[国際社会における国家] 

◆パソコン・タブレット版へ移動 
 
 
[主権国家] 
[問題](後期期末改) 
世界には 197 の国家がある。国家は，

国民，領域，( X )によって成り立って

いる。(X)は，他国から支配や干渉を受け

ない権利(内政不干渉の原則)，他の国々

と対等である権利 
((X)平等の原則)からなっている。(X)の確

立した国を(X)国家という。Xに適語を入

れよ。 
 
[解答]主権 
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[解説] 
世界には197の国

がある(2022 年現

在)。国家は，国民，

領域
りょういき

，主権
しゅけん

によっ

て成り立っている。 
主権は，他国から支配や干渉

かんしょう

を受けない

権利(内政
ないせい

不干渉
ふかんしょう

の原則)，他の国々と対

等である権利(主権平等の原則)からなっ

ている。 
主権の確立した国を主権国家という。主

権国家は，国の象徴
しょうちょう

として国旗(日本で

は「日章旗
にっしょうき

」)や国歌(日本では「君が代」)
を持っている。 
※出題頻度：「主権〇」「内政不干渉の原

則〇」「主権平等の原則〇」 
 



[問題](3学期) 
 次の各問いに答えよ。 
(1) 国家が成り立つためには，領土と国

民と( X )の3つの要素が必要であ

るといわれている。X にあてはまる

適語を答えよ。 
(2) 次の文にあてはまる国際社会の原則

をそれぞれ何というか。 
① ある国が他国に支配されたり，

干渉されたりしない権利。 
② 他の国々と対等である権利。 

 
[解答](1) 主権 (2)① 内政不干渉の原

則 ② 主権平等の原則 
 



[問題] 
 次の各問いに答えよ。 

(1) 他国から支配されたり干渉されたり

することを拒む国家としての権利を

何というか。漢字2字で答えよ。 

(2) (1)が確立した国家を何というか。 

(3) 国家は何によって成り立っているか。

(1)以外で2つ答えよ。 
(4) 次の文にあてはまる国際社会の原則

をそれぞれ何というか。 
① 他国に支配されたり，干渉され

たりしない権利。 
② 他の国々と対等である権利 

(5) 1999年に法律で定められた，①日本の

国旗，②日本の国歌は何か。 
(6) 世界にはいくつの国があるか。次の

[  ]から選べ。 
[ 97 157 197 297 397 ] 



[解答](1) 主権 (2) 主権国家 
(3) 国民，領域 (4)① 内政不干渉の原則 
② 主権平等の原則 (5)① 日章旗 
② 君が代 (6) 197 
 
 



[領域] 
[問題](2学期期末改) 
 次の文の①，②に適語を入れよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国家の主権がおよぶ範囲を領域といい，

領土，領海，( ① )(図の A)からなる。

領海のまわりの領土沿岸から200海里以

内は，その水域の漁業資源や海底の鉱産

資源などの権利が沿岸国に認められてい

る( ② )水域(図のB)になっている。 
 
[解答]① 領空 ② 排他的経済 



[解説] 
 
 
 
 
 
 
 
 
国家の主権

しゅけん

がおよぶ範囲を領域
りょういき

という。

国家の領域は，領土
りょうど

・領海
りょうかい

(領土沿岸
えんがん

か

ら 12海里
か い り

)・領空
りょうくう

(領土と領海の上空)で
ある。(1海里は1852m) 
さらに，領海の外側の領土沿岸から 200
海里までの排他的

はいたてき

経済
けいざい

水域
すいいき

と大陸棚
たいりくだな

では，

水産資源や海底の鉱産資源を沿岸
えんがん

国
こく

の権

利として認めている。 



排他的経済水域の外側の水域は公海
こうかい

で，

どの国の船でも自由に航行
こうこう

できる。これ

を公海自由の原則という。南極
なんきょく

大陸
たいりく

は，

どこの国の領域にもなっておらず，人類

の共通資産となっている。 
※出題頻度：「領土〇」「領海〇」「12 海

里△」「領空〇」「排他的経済水域〇」「200
海里〇」 
 



[問題](3学期) 
 次の図のA～Eにあてはまる語句を答

えよ。 
 
 
 
 
 
 
[解答]A 領土 B 領海 C 領空 
D 排他的経済水域 E 公海 
 



[問題](後期中間) 
 次の各問いに答えよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 図は国家の領域を示している。図中

のア～エのうち，領空の範囲を正し

く示しているものはどれか。記号で

答えよ。 
(2) 図中の領海の範囲は，沿岸から何海

里とされているか。 
(3) 図中の排他的経済水域の範囲は，沿

岸から何海里とされているか。 
 



(4) 排他的経済水域では沿岸国に 2 つの

資源の優先的な利用権が与えられて

いる。その2つの資源とは何か。 
(5) 図中の公海について，正しいことが

らを1つ選び，記号で答えよ。 
ア 他国の船は，その国の指示に従

わなければならない。 
イ いかなる船も自由に航海するこ

とができる。 
ウ 海底の鉱産資源の開発では，沿

岸国に優先権がある。 
エ まわりの国が協議をして，許可

を受けた船のみが航海できる。 
(6) どこの国の領域にもなっていない，

人類の共通資産となっている大陸は

どこか。 
 



[解答](1) イ (2) 12海里 (3) 200海里 

(4) 水産資源，海底の鉱産資源 (5) イ 
(6) 南極大陸 
 
 
[問題](3学期) 
 今日，世界の国々の多くは相互に外交

関係を保ち，国際社会を形成している。

国際社会は(A)( ① )国家をその基本

的な構成単位として成立しており，国家

の(①)が及ぶ範囲を( ② )という。(②)
は，領土・領海・領空からなり，日本の

領海は，( ③ )海里である。排他的経

済水域の外側が( ④ )で，(B)どの国の

船でも自由な航行が保障されている。 
(1) 文中の①～④に適語を入れよ。 
 



(2) 近年，排他的経済水域と呼ばれる水

域が設定されているが，これは一般

に領土沿岸から何海里以内の範囲か。 
(3) 下線部(A)について，他国に一切干渉

されない権利があるが，この原則を

何というか。 
(4) 下線部(B)のような原則を何という

か。 
 
[解答](1)① 主権 ② 領域 ③ 12 
④ 公海 (2) 200海里 
(3) 内政不干渉の原則 
(4) 公海自由の原則 
 
 



[沖ノ鳥島の護岸工事] 
[問題](3学期) 
約300億円をかけて水没から守るため

の工事が行われた，日本の最南端の領土

である島の名前を答えよ。 
 
[解答]沖ノ鳥島 
[解説] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本は離島
り と う

が多く，細長い国なので，

排他的
はいたてき

経済
けいざい

水域
すいいき

が非常に広く，国土面積

の 10 倍以上もある。日本の南端の

沖ノ鳥島
おきのとりしま

は，満潮
まんちょう

のときは 2 つの岩が

海面上に 30～50cm出るだけであった。

日本は，1989 年に約 300 億円の費用を

かけて水没
すいぼつ

を防ぐための工事を行った。

これは，この島があることによって，そ

の周辺 43 万km2という日本の国土面積

を上回る広大な排他的経済水域を確保す

るためであった。 
※出題頻度：「沖ノ鳥島〇」 
 



[問題](3学期) 
右図は日本の最

南端にある沖ノ鳥

島である。工事が

行われた理由を

「沖ノ鳥島が水没すると」という書き出

しで簡潔に答えよ。 
 
[解答]沖ノ鳥島が水没するとそのまわり

の200海里の排他的経済水域が失われて

しまうから。 
 
 



[国際法] 
[問題](3学期) 
国際社会には守らなければならないル

ールがある。このルールは，国と国とが

結ぶ条約と長い間の慣行から法となった

国際慣習法からなりたっている。このル

ールを何というか。 
 
[解答]国際法 
[解説] 
国家がたがいに

主権
しゅけん

を尊重し合

っていくために，

国際社会には守らなければならないルー

ル(国際法
こくさいほう

)がある。国際法は，国と国と

が結ぶ条約
じょうやく

や，長い間の慣行
かんこう

から法とな

った国際慣習法
かんしゅうほう

(例えば，公海
こうかい

自由
じ ゆ う

の原



則)からなりたっている。 
※出題頻度：「国際法〇」「条約〇」「 国
際慣習法〇」 
 
[問題](3学期) 
 次の各問いに答えよ。 
(1) 国際社会には守らなければならない

ルールがある。このルールを何法と

いうか。 
(2) (1)は，大きく2つのものに分けられ

る。次の①，②にあてはまるものを

答えよ。 
① 国家間で話し合われ，正式な取

り決め(約束)として成立する。 
② 「公海自由の原則」のように，

国際社会における「ならわし」

としての決まり。 



[解答](1) 国際法 (2)① 条約 
② 国際慣習法 
 
 
[問題](3学期) 
国際法にはどのようなものがあるか。 

2つ答えよ。 
 
[解答]条約，国際慣習法 
 
 



[国際司法裁判所] 
[問題](後期期末改) 
国と国との間の争いを法に基づいて解

決するために，国際連合には( X )裁判

所が置かれている。本部はオランダのハ

ーグにある。(X)裁判所で裁判を始めるに

は争っている当事国の同意が必要である。

文中のXに適語を入れよ。 
 
[解答]国際司法 
[解説] 
国と国との間

の争いを法に

基づいて解決

するために，国

際連合には国際
こくさい

司法
し ほ う

裁判所
さいばんしょ

が置かれてい

る。本部はオランダのハーグにある。国



際司法裁判所で裁判を始めるには争って

いる当事国の同意が必要なため，全ての

争いが裁判によって解決されるわけでは

ない。(国内の裁判所であれば，当事者一

方の訴えで裁判を始めることができる。) 
※出題頻度：「国際司法裁判所〇」「オラ

ンダのハーグ〇」「当事国の同意が必要

△」 
 
 
[問題](2学期期末) 
国際司法裁判所の本部は何という国の

何という都市にあるか。 
 
[解答]国名：オランダ 都市：ハーグ 
 
 



[問題](入試問題) 
次の文中の(    )に当てはまる内

容を，「争っている当時国」という語句を

使って，簡潔に書け。 
国際司法裁判所で裁判を始めるには，

(    )が必要であるため，裁判にな

らないことがある。 
(山梨県) 
 
[解答]争っている当事国の同意 
 
 



[領土をめぐる問題] 
[問題](2学期中間改) 
最近領土問題が表面化して，日本と近

隣諸国との関係が悪化している。次にあ

げる①，②の地域はどの国との問題か。

下の[  ]からそれぞれ選べ。 
 
 
 
 
 
 
① 竹島  ② 北方領土 
[ ロシア 北朝鮮 中国 韓国 
 フィリピン ] 
 
[解答]① 韓国 ② ロシア 



[解説] 
 
 
 
 
 
 
 
領土をめぐる問題としては次の3つがあ

る。 
・北方

ほっぽう

領土
りょうど

：ロシアが不法に占拠
せんきょ

。 
・竹島

たけしま

：日本固有の領土。韓国が不法 
 に占拠。 
・尖閣

せんかく

諸島：日本が実効
じっこう

支配
し は い

している島

であるが，近年，中国が島の領海内に巡視
じゅんし

船
せん

による不法侵入をくり返している。 
※出題頻度：この単元はしばしば出題さ

れる。 



[問題](2学期中間) 
次の①～③の国が領有権を主張してい

る日本の領土を，それぞれすべて漢字で

答えよ。 
① ロシア 
② 韓国 
③ 中華人民共和国 
 
[解答]① 北方領土 ② 竹島 
③ 尖閣諸島 
 
 



[問題] 
 右図のA，B，C
は日本の領土であ

るにもかかわらず，

外国が不法占拠，

あるいは領海内へ

の不法侵入をくり

返している地域である。これについて，

次の各問いに答えよ。 
(1) ①図の A の島々を何というか。②A

を不法占拠している国はどこか。 
(2) ①図のBの島を何というか。②Bを

不法占拠している国はどこか。 
(3) 図のCの島は日本が実効支配してい

るが，ある国が，領有権を主張して

島の領海内に巡視船による不法侵入

をくり返している。①この島を何と

いうか。②不法侵入をくり返してい

る国の名前を答えよ。 



[解答](1)① 北方領土 ② ロシア 
(2)① 竹島 ② 韓国 (3)① 尖閣諸島 
② 中国 
 
 

 



【各ファイルへのリンク】 
社会地理 
[世界1] [世界2] [日本1] [日本2] 
 
社会歴史 
 [古代] [中世] [近世] [近代] [現代] 
 
社会公民 
[現代社会] [人権] [三権] [経済] 
 
理科1年 
[光音力] [化学] [植物] [地学] 
 
理科2年 
[電気] [化学] [動物] [天気] 
 
理科3年 
[運動] [化学] [生殖] [天体] [環境] 
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【FdData中間期末製品版のご案内】 
このPDFファイルは，FdData中間期末

を PDF 形式(スマホ用)に変換したサン

プルです。製品版のFdData中間期末は

Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイル(A4 版)で，

印刷・編集を自由に行うことができます。 
◆FdData中間期末の特徴 
中間期末試験で成績を上げる秘訣は過去

問を数多く解くことです。FdData 中間

期末は，実際に全国の中学校で出題され

た試験問題をワープロデータ(Word 文

書)にした過去問集です。各教科(社会・

理科・数学)約1800～2100ページと豊富

な問題を収録しているため，出題傾向の

90％以上を網羅しております。 
FdData 中間期末を購入いただいたお客

様からは，「市販の問題集とは比べものに

ならない質の高さですね。子どもが受け



た今回の期末試験では，ほとんど同じよ

うな問題が出て今までにないような成績

をとることができました。」，「製品の質の

高さと豊富な問題量に感謝します。試験

対策として，塾の生徒にFdDataの膨大

な問題を解かせたところ，成績が大幅に

伸び過去最高の得点を取れました。」など

の感想をいただいております。 
◆サンプル版と製品版の違い 
ホームページ上に掲載しておりますサン

プルは，製品の全内容を掲載しており，

どなたでも自由に閲覧できます。問題を

「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData
中間期末がその本来の力を発揮するのは

印刷ができる製品版においてです。印刷

した問題を，鉛筆を使って一問一問解き

進むことで，大きな学習効果を得ること

ができます。さらに，製品版は，すぐ印



刷して使える「問題解答分離形式」，編集

に適した「問題解答一体形式」，暗記分野

で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の3形式を含んでいますので，目

的に応じて活用することができます。 
FdData中間期末の特徴(QandA方式) 
◆FdData中間期末製品版の価格 
社会地理，歴史，公民：各7,800円 
理科1年，2年，3年：各7,800円 
数学1年，2年，3年：各7,800円 
ご注文は電話，メールで承っております。 
FdData中間期末(製品版)の注文方法 
※パソコン版ホームページは，Google
などで「fddata」で検索できます。 

※Amazonでも販売しております。 
 (「amazon fddata」で検索) 
 
【Fd教材開発】電話：092-811-0960 
メール： info2@fdtext.com 
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